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歩いてみませんか
あなたの近くの散歩道

　
こ
ん
な
道
、
あ
ん
な
道
。
散
歩
の
好
き
な
人
な
ら
、
お
気
に
入
り
の
道
が
、
き
っ
と

あ
る
は
ず
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
日
ご
ろ
の
生
活
空
間
の
中
で
、
や
す
ら
ぎ
と
憩
い
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
潤
い
の
あ
る
道
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
春
、
名
木
川
沿
い
に
遊
歩
道
が
開
通
。
ま
た
、
源
氏
物
語
散
策
の
道
も
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
、
カ
ッ
プ
ル
で
ぶ
ら
り
と
歩
く
の
も
良
し
、
一
人
で
物
思
い
に

ふ
け
り
な
が
ら
歩
く
の
も
良
し
。
普
段
「
散
歩
な
ん
て
…
」
と
言
う
人
も
、
ち
ょ
っ
と

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
新
緑
っ
て
き
れ
い
で
す
よ
。

名
木
川
は
、

広
野
町
八
軒
屋
谷

ま
し
た
。
今
回
開
通
し
た
の
は
、

全
体
計
画
約
九
百
メ
ー
ト
ル
の
内
、

中
間
地
点
と
な
る
宮
谷
橋
の
上
下

流
・
約
三
百
八
十
メ
ー
ト
ル
。

　
川
沿
い
に
は
、
桜
な
ど
既
存

る
ぶ
コ
、
い
ろ
い
＞
w
花
木
を
植

栽
。
幅
丁
五
メ
ー
ト
ル
の
散
策

路
は
。
自
然
石
と
土
を
使
っ
た
特

別
な
舗
装
に
し
た
ほ
か
、
ベ
ン
チ

な
ど
の
休
憩
施
設
、
木
製
遊
具
、

照
明
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

川
床
二
ヵ
所
に
飛
び
石
忿
ほ
い
た

り
、
水
辺
ま
で
階
段
で
降
り
る
こ

と
が
で
き
る
親
水
護
岸
を
取
り
入

れ
た
ひ
し
て
い
未
了
。

　
大
久
保
方
面
か
ら
植
物
公
園
へ

の
歩
行
者
道
に
も
な
る
こ
の
道
は
、

七
年
度
完
成
を
目
標
に
整
備
を
続

け
る
と
共
に
、
宮
谷
橋
の
改
良
を

予
喝
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
水

辺
の
空
間
づ
ぐ
り
を
進
め
ま
す
。

▲ちどりに敷かれた石
　畳（源氏物語散策の

　道･あじろぎの道で）

等
院
沿
い
の
宏
爪
堤
防
上
の
道

（
通
称
・
平
等
院
堤
）
・
約
二
百
九

十
メ
ー
ト
ル
の
部
分
。
周
囲
の
景

観
と
調
和
す
る
ぶ
コ
、
自
然
石
、

レ
ン
ガ
、
真
砂
土
、
脱
色
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
之
便
っ
た
高
級
感
の
あ
る

舗
装
を
施
し
た
ほ
か
、
夜
の
散
歩

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ぷ
コ
、
照
明

灯
も
新
た
に
取
匯
付
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
は
宇
治
川
右
岸
、

朝
霧
橋
か
ら
興
聖
寺
入
り
口
ま
で

の
市
道
宇
治
志
津
川
線
約
三
百
五

十
メ
ー
ト
ル
と
、
同
じ
く
乙
方
三

番
割
線
約
二
百
メ
ー
ト
ル
を
整
備

す
る
予
定
で
す
。

[函憂垣葎]

歴史資料館企画展

収蔵品展
　歴史資料館では、宇治市の歴史にかかわる資料の

収集を進めています。今回の「収蔵品展」では、そ

の中から‘、この１年間に新たに収集した資料を中心

に展示を行います。また、同館で刊行した、宇治文

庫４「宇治茶の文化史」にちなみ、茶づくりにかか

わる民具も展示します。

　ぜひご来館ください。

5 /18晦～6 /27（日）入場無料
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●
新
収
蔵
品

　
大
日
本
物
産
図
会
　
山
城
国
宇
治
茶
摘
図
一
（
明
治
）

　
大
日
本
物
産
図
会
　
宇
治
茶
製
之
図
二
（
明
治
）

　
　
〔
＝
左
の
写
真
〕

　
　
全
国
各
地
の
物
産
を
錦
絵
風
に
描
い
た
「
大
日
本

　
　
物
産
図
会
」
の
う
ち
、
宇
治
茶
の
製
造
に
か
か
わ

　
　
る
も
の
で
す
。

　
京
阪
電
車
沿
線
略
図
（
大
正
）

　
奈
良
電
気
沿
線
名
所
図
絵
（
昭
和
）

　
京
名
所
交
通
図
絵
（
昭
和
）

　
醍
醐
山
名
所
図
絵
（
大
正
）

　
伏
見
稲
荷
全
境
内
名
所
図
絵
（
大
正
）

　
　
宇
治
を
通
る
鉄
道
会
社
や
近
辺
の
社
寺
が
発
行
し

　
　
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
い
ず
れ
も
一
部
に
宇
治
の
景

　
　
観
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
に
も
茶
づ
く
り
の
民
具
な
ど
、
計
約
五
十

　
点
を
展
示

歴史資料館
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折
居
台
Ｉ
Ｔ
目
１
・
（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

萱
2
0
・
　
1
-
i
C
O
l
―
I
t
―
I

開
館
時
間
午
前
９
時
～
午
後

５
時
・
月
曜
休
館

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

名
木
沿
い
に
遊
歩

道
が
開
通
源
氏
物

語
散
策
の
道
も
延

長
　
名
木
川
沿
い
の

遊
歩
道

源
氏
物
語

散
策
の
道

　
宇
治
の
地
が
源
氏
物
語
・
宇
治

十
帖
の
舞
台
と
な
っ
た
ぞ
妬
ら
、

市
で
は
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一

環
と
し
て
、
源
氏
物
語
を
テ
ー
マ

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
源
氏
物

Ｅ
蔽
策
の
道
は
、
宇
治
十
帖
の
古

跡
か
巡
り
な
が
ら
散
策
か
薬
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
、
宇
治
橋
上
流

の
周
辺
道
路
を
整
備
し
て
き
た
も

の
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
三
年

度
に
宇
治
川
右
岸
の
約
四
百
七
十

メ
ー
ト
ル
と
、
同
じ
く
左
岸
の
約

二
百
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
、
市
民

か
ら
の
公
募
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
さ

わ
ら
び
の
道
」
「
あ
じ
ろ
ぎ
の
道
」

と
い
う
愛
称
も
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
開
通
し
た
の
は
、
さ
わ
ら

び
の
道
の
先
・
約
百
六
十
メ
ー
ト

ル
と
、
あ
じ
ろ
ぎ
の
道
の
先
、
平

を
源
流
と
し
、
現
在
建
設
中
の
植

物
公
園
か
京
ハ
久
保
小
学
校
、
自

衛
隊
大
久
保
駐
屯
地
南
側
か
経
て

久
御
山
町
で
古
川
に
合
流
す
る
河

川
で
、
万
葉
集
に
も
詠
次
れ
た
由

緒
あ
る
川
で
す
。

　
市
で
は
、
快
適
な
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
三
年
度
か
ら
、
こ
の
川

沿
い
の
緑
化
、
散
策
路
・
親
水
護

岸
づ
ぐ
ひ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

の
樹
木
を
生
か

し
な
が
ら
、
ツ

ツ
ジ
、
や
ま
ぷ

き
夕
ほ
じ
め
と

す
る
四
季
折
々

の
花
が
椚
あ

[亙匹亘亘]

▲階段状になっていて、水辺まで降り

　ることができる親水護岸
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市
民
の
ひ
ろ
ば

●
●
●
●
●
●
＠
●
●
ｅ
●
●
＠
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ゆ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
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●

図
書
館

ま
で
▼
内
容
・
：
読
み
聞
か
せ
、
手

あ
そ
び
な
ど
▼
問
こ
Ｂ
せ
・
・
上

田
か
お
る
さ
ん
（
萱
2
3
・
2
1
1

9
）
へ
。
参
加
は
無
料
、
直
接
会

場
へ
。

　
お
は
な
し
会

　
中
央
図
書
館
で
の
「
お
は
な
し

会
」
、
「
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
」
は
、
５

月
か
ら
ど
ち
ら
も
「
お
は
な
し
き

と
名
前
麗
竺
し
、
内
容
も
改
め

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
楽
し
み
ぐ
だ
さ
い
。
｀

　
▼
と
さ
・
・
・
５
月
1
2
日
伽
・
2
6
日

吻
、
午
後
３
時
半
ト
４
時
・
（
毎
月

第
２
・
４
水
曜
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・

中
央
図
書
館
▼
対
象
・
・
・
３
歳
以
上

（
Ｌ
大
で
お
は
な
し
が
聞
け
る
子
）

▼
内
容
・
・
・
手
あ
そ
び
、
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
な
ど
▼
問
い
合
わ
せ

…
同
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

参
加
は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
ｉ
ｙ
χ

　
　
　
Ｊ
ご
～
令

　
ス
ポ
ー
ツ

　
第
1
0
回
全
国
一
斉

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
6
日
面
、
９
時

2
0
分
か
ら
受
け
付
け
（
事
前
に
電

話
予
約
の
こ
と
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
公
園
（
中
の
島
）
▼
定
員
・
・
・
先

着
１
０
０
チ
ー
ム
▼
参
加
費
・
：
１

大
２
０
０
円
▼
申
し
込
み
・
：
２
～

ｉ
人
の
チ
ー
・
ム
で
、
市
民
体
育
課

（
公
内
線
2
6
2
2
）
か
下
山
健
二

さ
ん
（
a
3
2
・
9
6
3
9
）
へ
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
9
日
出
、
午
後

Ｌ
時
～
と
３
時
半
ト
の
２
回
▼
と

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

第989号

　
横
に
長
く
、
従
来
よ
り
迫
力

の
あ
る
写
真
が
撮
れ
る
と
い
う

パ
ノ
ラ
マ
タ
イ
プ
の
カ
メ
ラ
が

新
た
な
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
ズ
ー
ム
、
広
角

と
い
っ
た
様
々
な
凝
っ
た
撮
影

方
法
に
、
ま
た
ひ
と
あ
じ
違
っ

た
面
白
さ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ノ
ラ
マ
タ
イ
プ
の
カ

メ
ラ
で
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
。

シ
な
仕
組
み
で
撮
影
す
る
の
で

し
よ
ラ
か
。

　
上
下
を
切
っ
た
だ
け
？

　
国
民
牛
活
セ
ン
タ
ー
が
調
べ

こ
ろ
・
・
・
黄
奘
体
育
館
▼
対
象
…
1
5

歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）

▼
定
員
…
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
料

・
：
1
0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し

込
み
・
：
1
6
日
⑥
・
午
前
９
時
～
、

顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ
２
・
５
ｔ
）
１

枚
か
痔
っ
て
同
館
（
容
3
3
・
4
0

0
1
）
へ
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
＝
・
５
月
1
7
日
間
・
1
9
日

團
・
2
1
日
脂
、
午
後
７
時
半
～
９

時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
中
学
校
体

育
館
▼
内
容
・
・
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
デ
ィ
ス

ク
ゴ
ル
フ
▼
持
ち
物
…
体
育
館
用

の
靴
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民
体
育

課
（
き
内
線
2
6
2
2
）
へ
。
参
加

は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
6
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
雲
農

民
館
▼
参
加
費
・
：
５
０
０
円
▼
持

ち
物
…
体
育
館
用
の
靴
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
山
岡
一
善
さ
ん
（
豊
０
７

　
メ
ー
カ
ー
は
、
た
だ
「
横
長
」

な
形
態
を
「
パ
ノ
ラ
マ
」
と
い

う
言
葉
に
置
き
換
え
て
商
品
に

用
い
て
い
る
の
で
す
。

パ
ノ
ラ
マ
っ
て

本
当
に
パ
ノ
ラ
マ
？

の
カ
メ
ラ
と
同
じ
フ
ィ
ル
ム
の

一
コ
マ
に
、
上
下
を
カ
ク
ト
し

て
写
し
康
ｙ
。
そ
れ
を
拡
大
し

て
現
像
し
て
、
パ
ノ
ラ
マ
サ
イ

ズ
に
し
て
い
る
の
で
す
。
拡
大

す
る
分
、
キ
メ
は
粗
く
な
り
ま

す
。

パ
ノ
ラ
マ
タ
イ
プ
の
カ
メ
ラ
と

は
違
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
フ
″
ル
ム
全
ハ
コ

マ
利
用
す
る
本
格
的
な
も
の
で
、

フ
″
ル
ム
が
大
き
な
分
、
写
真

の
出
来
上
が
り
は
參
れ
い
匹

八
〇
度
の
景
色
が
撮
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
で
六
番
目
の

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
、
神
明
石

５
一
４
６
１
・
1
8
2
8
）
へ
。

参
加
は
直
接
会
場
へ
。

福
祉
年
金

　
国
民
年
金
に
は
保
険
料

　
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　
第
一
号
被
保
険
者
で
、
収
入
が

減
る
か
、
な
く
な
る
か
し
て
、
保

険
料
納
付
が
困
難
な
と
き
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の

年
金
の
額
は
三
分
の
一
と
な
り
ま

す
。

し
か
し
、
一
般
的
で
な
い
こ
と

も
あ
り
カ
メ
ラ
は
非
常
に
高
価

に
な
り
ま
す
。

　
購
入
の
際
に
は
、
こ
の
様
な

こ
と
１
　
段
拓
じ
の
良
く
理
解

し
た
う
え
で
選
び
た
い
も
の
で

す
。

塚
に
開
設
。
六
月
の
開
園
に
向

け
、
利
用
者
翼
蚕
Ｉ
ま
す
。

　
▼
対
象
…
市
内
に
住
民
登
録

か
外
国
人
登
録
を
し
、
今
年
６

月
１
日
現
在
で
満
・
6
0
歳
以
上
で
、

他
の
園
芸
ひ
ろ
ぼ
か
莉
用
し
て

な
い
人
ｙ
所
在
地
・
・
・
神
明
石
塚

5
4
▼
区
画
・
・
・
3
8
区
画
（
Ｉ
区
画

1
0
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
Ｉ
世
帯
１

区
画
▼
利
用
期
間
…
平
成
５
年

６
月
１
日
～
８
年
３
月
1
5
日
▼

申
し
込
み
…
５
月
1
8
日
脚
ま
で

に
、
本
人
が
印
鑑
舎
貿
一
、
長

寿
社
会
対
策
課
へ
。
応
募
多
数

　
ま
た
、
後
に
経
済
的
な
余
裕
が

蛮
是
場
合
、
将
来
よ
り
多
く
の

年
金
を
深
け
取
る
た
め
に
、
十
年

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
の
保
険
料
に
は
当
時
の
頴
に
、

経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
一
定
額

が
加
算
さ
れ
未
了
。

　
詳
に
て
は
国
民
年
金
課
年
金
保

険
料
係
（
酋
内
線
2
3
1
0
）
へ
。

　
母
子
家
庭
奨
学
金

　
▼
対
象
・
：
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

　
（
府
の
他
の
奨
学
誓
息
～
て
い

る
人
忿
除
く
）
▼
支
給
額
（
年
額
）

・
・
・
乳
幼
児
＝
１
万
円
、
小
学
生
ｏ

２
万
円
、
中
学
生
＝
４
万
円
、
高

校
生
１
６
万
円
、
高
校
入
学
支
度

金
ａ
３
万
3
0
0
0
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
所
定
の
申
請
書
を
福
祉
総
務

課
ま
た
は
、
母
子
福
祉
推
進
員
に

請
求
し
、
５
月
中
に
同
課
へ
。
以

降
に
申
し
込
ひ
と
、
支
給
が
翌
月

分
か
ら
に
な
り
未
了
。
申
請
は
毎

即
急
要
で
す
▼
問
営
Ｂ
せ
・
・
・

同
課
母
子
児
童
福
祉
係
（
豊
内
線

2
3
0
7
）
へ
。

　
在
宅
老
人
家
族
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
…
５
月
1
5
日
出
、
午
後

C
M
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
明

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
・
・
・
寝
た
き
り
・
半
身
マ

ヒ
の
高
齢
者
の
移
動
の
方
法
▼
内

容
・
：
ビ
デ
オ
と
蛍
技
に
よ
る
学
習

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー

（
a
2
3
・
6
1
1
5
）
へ
。
参
加
は
無

料
、
直
接
会
場
へ
▼
送
迎
・
：
心
一
場

へ
の
送
迎
か
弓
手
４
　
入
は
、
事

収
穫
を
夢
見
て

（
宇
治
大
谷
園
芸
ひ
ろ
ば
で
）

の
と
き
は
抽
選
。
詳
し
ぐ
は
、

同
課
調
整
係
（
昔
2
3
1
4
）

へ
。前

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
の
う
え
、

午
後
１
時
4
0
分
に
京
阪
宇
治
駅
前

に
集
合
。

　
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
い

ず
れ
も
襲
福
祉
協
議
会
（
豊
2
2
・

５
６
５
０
、
フ
ァ
ク
ス
2
2
・
5
6

5
4
）
へ
。

　
〈
手
作
り
教
室
〉

　
▼
と
さ
・
：
５
月
2
0
日
出
・
６
月

1
7
日
出
、
午
後
よ
ぼ
Ｔ
３
時
半

▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
心
一
館
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
で
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
2
0
人
▼
内

学
ぶ

　
O
A
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
幸
栄
ｙ
。

OA講座の日程・内容

講座名 期間 ･曜日 時間 間 閃貨
ワープロ
(初級入門)

6/8～
　6/25
火・金 18:30～
　21:00

６ 20 7.800

ワープロ

(初級プラス)

6/12～
　7/14
水・土

ホ18:30～

　　　21
: ∽

土9:30～
　　　12 : ∽

９ 20 11,700

パソコン

(インストール)
5/13-
　7/4
日 　13留ｉに‰。r）

６ 10 7.800

容
…
ち
ぎ
友

子
さ
ん
▼
材
料
費
・
：
７
０
０
円
程

度
▼
申
込
期
限
…
５
月
1
3
日
㈹
。

　
〈
難
聴
者
の
読
話
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
５
月
2
5
日
～
６
年
３

月
2
2
日
の
毎
月
第
４
火
曜
、
午
前

９
時
4
5
分
～
一
１
１
時
4
5
分
▼
と
こ
ろ

・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
で
聴
覚
に
障
害
の
あ
番
人
と

そ
の
家
族
▼
定
員
・
：
先
着
2
0
人
▼

内
容
・
・
・
基
本
的
な
言
葉
の
口
形
、

短
文
の
聞
き
取
り
ほ
か
▼
講
師
…

大
山
医
院
き
こ
え
の
部
屋
室
長
・

片
山
高
さ
ん
▼
申
込
期
限
・
・
・
５
月

習
励
。
受
講
は
無
料
。

　
〈
書
道
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
5
日
～
６
年
３

月
2
2
E
の
毎
月
第
ｔ
火
曜
、
午
後

１
堅
Ｔ
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合

福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
▼
定
員
・
：

先
着
2
0
人
▼
指
導
・
・
・
福
島
民
江
さ

ん
▼
申
込
期
呼
・
５
月
1
8
貝
同

受
講
は
無
料
。

　
〈
肢
体
障
害
者
の
集
い
〉

　
当
日
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
２
日
團
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
半
。
集
合
・
解

散
は
総
合
福
祉
会
館
▼
行
き
先
・
：

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
’
‐
‐
（
豊
4
6
・

0
6
8
8
）
へ
。

　
視
覚
障
害
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
１
日
叫
、
午
後

１
時
半
１
３
時
▼
対
象
・
：
市
内
在

住
で
視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
と
介

護
者
▼
定
員
…
先
着
4
0
人
（
介
護

者
を
含
む
）
▼
内
容
・
・
・
施
設
見
学

吊
庁
舎
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
５
月
2
0

日
團
ま
で
に
襲
薮
育
課
（
公
内

線
2
6
1
6
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
聴
覚
言
語
障
害
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
2
3
日
㈲
、
午
後

Ｌ
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宏
雲

民
館
▼
対
象
・
・
・
聴
覚
言
語
に
障
害

の
あ
る
人
と
関
係
者
▼
内
容
・
：
悪

徳
商
法
の
手
口
を
幸
ぶ
▼
講
師
・
・
・

市
消
費
忠
洒
相
談
員
・
岩
井
富
子

岑
ん
▼
申
し
込
み
…
1
8
R
㈹
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
フ
ァ
ク
ス
（
電

話
）
番
号
を
記
入
し
、
襲
薮
育

海
遊
館
▼
対
象
・
定
員
…
下
肢
・

体
幹
機
能
障
害
３
・
４
級
の
人
＝

先
着
3
0
人
、
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
＝
先

着
1
0
人
▼
参
加
費
…
1
7
0
0
円

　
（
昼
食
代
・
入
館
料
を
含
む
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
５
月
1
2
日
困
か
ら
。

　
市
民
手
話
教
室

　
▼
と
き
…
５
月
2
6
日
～
７
月
７

日
の
癌
鸞
虚
、
午
前
1
0
時
～
正

午
。
７
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉

会
館
▼
内
容
…
初
級
手
話
▼
定
員

・
・
・
先
着
3
0
人
▼
申
し
込
み
…
５
月

2
5
日
㈹
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
容
2
2
・
５
６
５
０
、
フ
ァ
ク
ス

2
2
・
5
6
5
4
）
へ
。
参
加
は
無

料
。
　
お
知
ら
せ

宇
治
ふ
れ
あ
い
歴
史
絵
巻

　
時
代
行
列
な
芦
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
か
通
し
、
ふ
る
さ
と
・
宇
治
の

歴
史
と
魅
力
を
見
つ
め
直
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
3
日
㈲
▼
内
容

…
【
行
列
コ
ー
ス
（
雨
天
時
は
中

止
）
】
時
代
行
列
Ｉ
セ
レ
モ
ニ
ー

課
（
フ
ァ
ク
ス
2
2
・
3
0
4
0
）

へ
（
宇
治
市
ろ
ラ
嚢
認
否
員
は

同
協
会
へ
）
。
参
加
は
無
料
。
希

望
多
数
の
場
合
、
参
加
者
盈
ｍ
選

す
る
こ
と
も
あ
り
未
了
。

公
民
館

　
ち
ま
き
づ
く
り
教
室

　
▼
と
き
・
内
容
・
：
６
月
Ｌ
日
脚

＝
あ
せ
の
葉
の
採
取
（
希
望
者
だ

け
）
、
３
凪
Ｔ
ち
ま
き
づ
く
り
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
～
５

時
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公
民
館
▼
対

象
…
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
：
先

着
3
0
人
▼
指
導
・
・
・
安
岡
博
文
さ
ん

▼
材
料
費
・
・
・
５
０
０
円
▼
保
育
…

２
歳
以
上
の
幼
児
を
1
　
0
人
ま
で
。

お
や
つ
代
5
0
円
か
必
要
。
希
望
者

は
申
込
時
に
併
せ
て
▼
申
し
込
み

・
：
同
館
（
容
4
1
一
・
7
4
5
0
）
へ
。

　
（
午
前
1
0
時
半
～
・
市
役
所
）
、

行
列
（
午
前
ｕ
時
・
市
役
所
発
～

正
午
・
塔
の
島
着
）
。
　
【
塔
心
島

会
場
（
雨
天
時
は
産
業
会
館
）
」

模
擬
店
・
野
だ
て
な
ど
１
午
前
1
0

時
半
～
午
後
３
時
、
村
崎
太
郎
・

次
郎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
午
前
1
1

壁
丁
・
午
後
２
時
2
0
分
～
の
２

回
、
宇
治
川
先
陣
太
鼓
の
悉
Ｔ

午
後
２
時
～
ｙ
問
い
合
わ
せ
・
＝
宇

治
青
年
会
議
所
（
豊
2
3
・
3
1
7

2
）
へ
。
入
場
は
無
料
。

高
齢
者
事
業
団
団
員
募
集

　
宇
治
高
齢
者
事
業
団
で
は
、
働

く
こ
と
盈
遜
墨
る
人
か
寡
集
し

て
い
ま
す
。

　
事
業
団
に
は
、
草
刈
り
や
清
掃
、

植
木
や
芝
生
の
手
入
れ
、
市
営
駐

輪
場
の
整
理
・
管
理
な
ど
多
く
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
経

験
夕
乖
痴
し
て
地
域
の
た
め
に
役

立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
い
ラ
人
は
、

同
事
業
団
（
豊
2
3
・
2
8
9
9
）
へ
。

　
第
7
回
歴
史
散
策

。
▼
と
き
…
５
月
3
0
日
㈲
、
午
後

C
M
時
～
４
時
。
集
合
・
解
散
は
御

香
宮
神
社
▼
テ
ー
プ
・
巨
椋
池
を

め
ぐ
る
伏
那
忌
落
▼
行
き
先
・
：

　
女
性
の
再
就
職

　
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
▼
日
程
・
内
寮
・
左
表
の
と
お

り
。
時
間
は
沙
石
も
午
前
９
時

半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民

館
、
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

Ｉ
ほ
か
▼
対
象
…
全
回
受
講
で
き
、
一

女性の再就職準備セミナーの日程・内容

大
手
筋
（
銀
座
跡
）
、
伏
見
奉
行
所

跡
ほ
か
▼
定
員
・
：
先
着
4
0
人
▼
申

し
込
み
・
・
・
歴
史
資
料
館
（
き
2
0
・

1
3
1
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

お
は
な
し
会

　
▼
と
♀
５
月
1
2
日
困
・
2
6
日

困
、
３
時
半
～
４
時
▼
対
隼
・
・
幼

児
～
小
学
校
低
学
年
の
児
童
▼
問

・
い
合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
4
・

7
4
4
7
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

健
康

　
歯
の
ひ
ろ
ば

　
歯
の
健
康
診
査
や
歯
磨
き
指
導

の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
展
示
や
人
形
劇

な
ど
で
、
楽
し
み
な
が
ら
歯
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
さ
…
５
月
1
5
E
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
に
随
時
受
腿
付

け
▼
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
▼
問
い
令
幻
せ
・
・
・
保
健
予
防
課

　
（
豊
内
線
2
2
6
2
）
へ
。
参
加

は
無
料
、
直
接
会
場
へ
▼
幸
雇
…

京
都
府
歯
科
医
師
会
、
宇
治
市
。

頁
繋
旦
甲
市
内
圧
の
女

性
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
保
育
…

λ
時
空
の
幼
児
を
2
0
人
ま
で
。

お
や
つ
代
1
0
0
0
円
か
必
要
。

申
し
込
み
は
申
込
時
に
併
せ
て
▼

申
し
込
み
・
・
・
同
館
（
豊
3
2
・
8
2

9
0
）
へ
。

月日 テ　ー　マ 講　　師

6/4(4)女性の自立を考えるエッセイスト　　杉原登喜子さん

6/7(月)人とのかかわりの中でｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ
　・国吉　智子さん

6/lO哨知っておきたい女性の
労働と法律

弁護士
　　吉田　容子さん

6/17俐働く女性のこころと
からだ

京都府立医科大学
医師有賀やよいさん

6/22(火)職業情報をつかもう
　一再就職の窓ロー

ハローワーク宇治
職員

5/24俐
5/2賄6/2聊

ワープロにチャレンジ

1.0 A機器のしくみと働き

城南地域職業訓練

センター専任講師
6/29(火)

e/團

7/l俐

2.ビジネス文書の作り方

i/2倒 3.学習のまとめ

196

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
5
ぼ
出
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
▼
対
象
・
・
・
子
供
か
阜
父

た
と
こ
ろ
に
み
れ
ば
、
パ
ノ
ラ

マ
タ
イ
プ
の
カ
メ
ー
フ
で
は
従
来

本
格
的
な
も
の
も
あ
る

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
述
べ
た

老人園芸ひろば

利用者募集
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